
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～「トビウオの生態」と「あごだしの文化」を学ぼう～ 
 トビウオがなぜ空を飛ぶのか知ってる？どうやって漁師さんはトビウオを捕まえ

ているんだろう？この教室では現役の漁師さんが図鑑では学べない、トビウオの生

態と伝統の漁の方法を教えます。 

 また、今年はあごだしで有名な「久原本家グループ」の方が先生となり、だしの

プロから学ぶ「あごだし」のひみつや他のだしとの飲み比べを行います。 

 

 講  師 屋久島町のトビウオ漁師 

九州あご文化推進委員会（久原本家グループ） 

対 象 者   小学生 

定  員   先着５０名（２５名×２回） 

開催時間   第１回 １０：１０～１１：００ 

        第２回 １１：１０～１２：００ 

 

※参加者には、参加賞と豪華景品が当たる抽選会を予定しています。 

※ワークショップの参加には事前申し込みが必要です。 
 

 

★申込みについて★ 
  申込方法：右記ＱＲコードよりお申込みください。 

  申込期間：令和７年 10 月 15日（水）～10月 22 日(水) 

  そ の 他：先着４０名（20名×２回）とさせて 

あ ご の ぼ り イ ベ ン ト 
 日時：令和７年 10 月 25 日（土） 
    １０：００～１２：３０ 
 場所：屋久島町役場本庁舎議会棟 
 入場：無料 

あご（トビウオ）のぼり 掲揚式 
「神の守護を願い、出世を願う」という端午の節句にならい、鯉のぼりならぬ、あご（トビウ

オ）のぼりを役場本庁舎の正面玄関に掲揚します。 

その他のブース 
クラフトコーナー、展示コーナー等様々なブースを用意していますので、ワークショップの合間

に楽しんだり、時間がない方も少し立ち寄ってみてください。 

  

誰でも参加可

ワークショップ ※申込み必須 




